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愛媛県におけるクロヒメアリの追加記録 

原 有助 1・2・松岡基憲 1・村上 裕 1 

 
1愛媛県立衛生環境研究所生物多様性センター  ２愛媛大学農学部生物有機化学研究室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種の記録 

Formicidaeアリ科 

Monomorium chinense Santschi, 1925  

クロヒメアリ（写真 1） 

標本 3 exs.，大洲市長浜町，28 viii 2024．村上 裕

採集．愛媛県立衛生環境研究所生物多様性センタ

ー標本（BCEJ-Ent）00055－00057．体長 1.4－1.5 

mm． 

種の特徴 

標本個体は，体色が黒褐色から黒色の単色性，複眼

は 10 個以上の個眼からなり，触覚は 12 節で先端 3

節は棍棒状，大あごは 5 歯，腹柄節腹縁は側方から

見て弧を描き，体表面に彫刻はなく滑らかで光沢があ

ること，腹柄節下縁突起の後の中央部で弱く凹み，後

半部で下方に弧状に弱く突出することから，本種と同

定した（寺山ほか，2014；寺山，2020）． 

備考 

本種は熱帯アジア原産の人為的移入種で，国内では

本州，四国，九州および南西諸島で確認されており，

南西諸島においてはほぼ全域に分布している（寺山

ほか，2014；寺山，2020）．東京都では 2015年に侵入

後，急速に分布を広げている可能性が高いと考えら

れており，それらの地域で家屋害虫化が懸念されて

いる（寺山，2020）．本種は愛媛県ではこれまでに松

山市（日下泉，船入泉，松山総合公園，松山城，松山

港）と今治市（今治港）で確認されており（重信川ビオ

トープネットワーク研究会編，2000；近藤・山本，2016；

久末，2018；久末ほか，2019；寺山，2020），このたび

大洲市にて新たに確認されたので記録する．今回の

確認環境は，住宅街の植栽箇所と階段であった．  
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写真１ Monomorium chinense Santschi, 1925 クロヒメアリ（BCEJ-

Ent 00055）．スケールバー：0.5mm．撮影：原 有助． 
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